
美瑛町観光マスタープラン2027
「⽇本で最も美しい村・美瑛」が取り組む22のプロジェクト





私たちの｢観光マスタープラン｣は
感染症や国際的な政情によって

観光をとりまく状況が劇的に変化した今でも
まちに⼤きな意味と価値をもたらしてくれる

そんな未来志向の計画です。
美瑛から変える。観光を変える。



INTRODUCTION

2017年度に策定された｢観光マスタープラン2020｣では、その計画期間が2027年3⽉までの10年間と定められ、
2020年度に具体的な事業についての⾒直しを⾏うこととされていました。

しかし、計画の最終化が当初より遅れたこと、さらには⾒直し期間にあたる2020年度には新型コロナウイルス感
染症の拡⼤によって観光の先⾏きが不透明になったことから、⾒直し作業を当初より1年遅らせ2021年度に実施す
ることになりました。

⾒直しにあたっては、単に｢観光マスタープラン2020｣に基づいて事業の進捗を評価するに留まらず、感染症等の
リスクへの配慮、持続可能な開発⽬標（SDGs）への取り組みの必要性、カーボンニュートラル社会への貢献など、
新たな視点を加えた上で、今後の7年間で美瑛町が取り組むべき観光振興の事業を定めています。

なお､ ｢観光マスタープラン2020｣は当初計画期間を3年としてその策定作業が開始されたため､ ｢観光マスタープ
ラン2020｣という計画名が維持されましたが､今回の⾒直しを期に｢観光マスタープラン2027｣と改称し､改めて美
瑛町の⻑期的な観光まちづくり戦略と位置づけます。



評価の枠組み

観光マスタープランに記載されている各事業の関係者へ
のインタビュー調査と住⺠意識調査の結果を踏まえ、
2021年度段階での22の政策を次の5段階で評価し、今後の
政策を検討しています。

A＋：当初計画を上回る進捗

A:：当初計画とおりの進捗

B：やや遅れが⾒られる

C：未着⼿

X：抜本的な⽅針転換
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地域資源の多様性拡⼤と持続性の担保
⽅針1. 
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

1. 景観形成の取り組み推進

• 2018年度よりアクションプランの策定に向けた議論を開始し、｢ガー
デニング講習」など町⺠⾃⾝による景観のためのきっかけづくりが
試⾏されました。しかし、⾏政としての⽅針転換、新型コロナウイ
ルス感染症の影響等により活動や議論が停⽌しています。

• 不要看板の撤去など、⾏政と連携して進めるべき事業がストップし
ています。⾏政として取り組むべきことも精査が必要です。

• ｢畑看板プロジェクト｣など新しい試みが⽣まれていること、新型コ
ロナウイルス感染症の影響による観光形態の変化等を踏まえ、グッ
ド･プラクティスの整理、具体的な⽀援事業等の展開を検討します。

• アクションプランの策定にあたっては、景観条例や都市計画との整
合性を図ります。

• ! "#$%&'()*+, -に改題します。

!" !"#$%&'()*+

!"#$%&'()*+,

-./01231+,

4567

!"

#$

#$## #$#% #$#& #$#'(

%&'()*+,-./01
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

2. 景観スポットと美瑛版フットパス等の整備

• 暫定的に設置された視点場（新栄の丘）1か所を除き、取り組みが
停滞しているものの、景観変化による視点場の更新（マイルドセブ
ンの丘）は適切に⾏われています。

• フットパス構想については登録DMOである⼀般財団法⼈丘のまちび
えい活性化協会（丘のまちびえいDMO）を中⼼に着実に取り組みが
進んでおり、農業従事者、観光客双⽅より⾼い評価を得ています。

• 「withコロナ時代」を⾒据えると、フットパスは屋外アクティビ
ティであると同時にコト消費につながり、さらに⼀次産品の需要拡
⼤も⾒込める極めて有望なアクティビティです。

• 「選択と集中」の発想から視点場の整備よりもフットパスの延⻑・
拡⼤、さらにはフットパス内の視点場設置についての検討や事業推
進への補助事業等の⽅が効果的と考えられます。

!" !"#$%&'()*+%&,#-./0

!"#$%&'()*+

,-.&/0 !"#$%&'()

!#!! !#!$ !#!% !#!&'

*+,-./012
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

3. 観光拠点の整備

• 町内2箇所⽬の道の駅びえい「⽩⾦ビルケ」は、⻘い池観光の拠点
としてだけでなく、冬季のアクティビティ窓⼝として機能し、さら
には新たな消費機会の創出にもつながっています。他⽅で当初は
2019年度に検討開始を予定していた駅前空間のデザイン検討につい
ては議論が⼀部停滞しており、今後の議論の進展が期待されます。

• 駅前の空間整備は、公共施設、宿泊施設の運営体制の検討、⼆次交
通の事業構想とも相まって今後も継続的な課題となることが⾒込ま
れます。｢観光マスタープラン2020｣にある整備イメージをたたき台
に官⺠⼀体となった議論を早期に開始します。

• 町内の周遊促進、滞在時間の延⻑につながる⽩⾦エリアの整
備を進め、観光動線の分散、多⾓化に計画的に取り組みます。

!" !"#$%&'

!"#$%&'(

)*+,-./%&

!"#$%&'()*+

,-%&./

#$## #$#! #$#% #$#&'

01234
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

4. 新しい観光ルートのデザイン

• 視点場の整備、丘のまちびえいDMOによるフットパスの運⽤、道の
駅の整備等によって新しい観光動線が⽣まれつつありますが、それ
を政策的、計画的に策定する議論は実質的に⾏われていません。

• Withコロナ時代は、混雑回避、事前予約を原則とした観光⾏
動が進み、団体バス等の減少が⼀層顕著になると予想されま
す。「パッチワークの路」や「パノラマ・ロード」に代わる
周遊ルートについて⼆次交通の多様化等と合わせて検討を進
め段階的に試⾏します。

• 特に⾃転⾞についてはカーボンニュートラル社会の新しい移動⼿段
として注⽬されることから⾃転⾞活⽤計画の策定、運⽤を進めます。

!" !"#$%&'()*+,-

!"#$%&'()

*+,-./0#$%&12

3456&7809:;

!"#$%&'()

*+,-./0

1%234567

#$## #$#% #$#! #$#&'

,-./0 *+
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

5. ⾏政区別のデスティネーション・マネジメント

• 「観光振興エリア」に指定された⽩⾦地区に道の駅びえい「⽩⾦ビ
ルケ」が整備され、冬季のアクティビティが開発・販売されるなど
観光振興の選択と集中については⼀定の成果を得ています。

• 他⽅で、「観光コントロールエリア」の扱いについては議論が停滞
しています。

• まずは「観光基本条例」を策定し美瑛町としての観光を再定義した
上で「観光振興エリア」の整備から議論・政策の策定を進めます。

• ｢コントロール･エリア｣については町⺠のみなさんの意向や観光動向
を踏まえ漸進的に施策･整備の検討を進めます。

• !#./012&3456789&:3;:< に変更します。

!" !"#$%&'()*+,-.'/(0/

!"#$%&

!"'()*+,'(

-./0123)*+,45

!"#$%&'( )#$%

*+,-./

01./

#$## #$#% #$#& #$#!'
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

6. 駐⾞場の整備と有料化等の検討

• 当初の計画よりも早いタイミングで⻘い池の駐⾞場の有料化を実施
し7,000万円を超える収益を上げています。

• 今後は、さらなる有料化の検討を続けると同時に、より効率的な駐
⾞場の管理のあり⽅について議論を進めます。

• 駐⾞場の整備･管理と合わせて、デジタル化や定額化などを含む町
内の交通システムとして、バスや⾃転⾞、カーシェア等を含めた統
合的な制度の設計に向けて検討を⾏います。

!" !"#$%&'()*+$,-

!"#$%&'()*+

,-./0123$45

!"#$%&'()*+,-

./,-

#$## #$#% #$#& #$#'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

7. パーク・アンド・ライド等の導⼊

• ⼆次交通としての美遊バス事業はインバウンドを中⼼に⾼い需要が
⾒込まれ⼀定の収益性が確保されていたものの、パーク・アンド・
ライドのような統合的な仕組みとしての議論は実質的に未着⼿です。

• 丘のまちDMOを中⼼にカーシェア事業が動き始めています。

• カーボンニュートラル社会の実現を段階的にでもパーク･アンド・
ライドの実現に向けた議論を進めていきます。

• 同時にカーシェア事業、サイクル･ペイント等によるサイクリスト
向けの環境整備等に取り組み、⾃然環境と町⺠のみなさんの暮らし
への負荷を抑制した交通システム、サービスの整備と利便性の確保
の両⽴を⽬指します。

!" !"#$%&'$()'*+,-

!"#$%&'$()'*+,

-./*0123

-4/5678*019:.;

!"#

$%&'(

)*+,-./ 0123456

7*89: ;<=8>?

@ABCD

#$## #$#% #$#& #$#'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

8. 観光⾞両の乗り⼊れの適正化

• ⻘い池の駐⾞場有料化は、町内の観光⾞両の乗り⼊れを質・量とも
コントロールする試みとしても評価できます。

• 他⽅で、いわゆる「丘エリア」の適正化については議論が進んでい
ません。

• 駅前空間、町内⼆次交通システムの再検討と合わせて、マイカー・
レンタカーの乗り⼊れについて協議を進め、2025年度を⽬処に具体
策の検討を⾏います。

• カーボンニュートラル社会の実現に向けた意識の変化等を踏まえ観
光に限定されない施策が必要です。この点から=>?&@(AB&
CDE< へ事業名を改めます。

!" !"#$%&'#()*

!"#$%&'()

*+,'-./0

!"#$%&'()*+,- ./*012

345),6

#$## #$#% #$#& #$#'(
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観光の成⻑マネジメントと質の向上
⽅針2. 
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

9. 写真ツーリズムの推進

• 特定⾮営利活動法⼈美瑛町写真映像協会の設⽴、同協会によるコン
テスト等の実施によって写真ツーリズムの素地はできあがりつつあ
り、丘のまちDMOによる撮影ルール・マナーの啓発等にも⼀定の進
捗が⾒られます。

• 他⽅で⾏政としては政策の⽅針転換があり、組織の位置づけについ
ては再検討が必要です。

• 写真に加え、クラフトやアートなどに取り組む町⺠のみなさんも増
えています。写真を⼊⼝に、景観の多⾓的価値を「景観芸術」とし
て表現していくことを⽬標に掲げます。

• 前⽥真三先⽣の⽣誕100年にあたる2022年に記念事業を⾏い改めて美
瑛町における景観と写真⽂化の再定義の契機とします。

• 以上を踏まえ="#FGHE&+,< と事業名を変更します。

!" !"#$%&'()

!"#$%&'(

)*+,-,%./

0123456%&78

9:+;<-$

!"#$%&

'()*+,-

./01

2345678

9:;<=>?@#$AB

#$## #$#% #$#& #$#'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

10. ガストロノミー・ツーリズムの確⽴

• 丘のまちびえいDMOを中⼼に農業と⾷を融合させた商品の!成が進
んでいます。また⺠間事業者による取り組み・新たな"#も進んで
おり、ガストロノミーを$としたブランディングが%&きつつあり
ます。

• 今後は丘のまちびえいDMOが実施する事業、運営する施設、美瑛町
観光協会の会'(業との連携を統合的に⾏うための⽀援事業やブラ
ンディング・コンセプトの策定を政策的に進めます。

• また美瑛の⾷⽂化の)かさを分かりやすく発*するために+,制度
等の取得についても-極的に検討します。

!"# !"#$%&'()'*+,-./

!"#$%&'

()*+,-

!"#$%&'() *+,-.

/01234 123456

$"$$ $"$% $"$& $"$'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

11. ｢⽇本で最も美しい村のくらし」イメージの構築

• ｢.本で/も美しい0」については美瑛町が1内での展開を
23してきており、美瑛町のブランディングにも45してき
ました。

• 1連67観光機8 9:;W<O= の>?@tA<BCDi@EAFiGGHI?のアップグ
レード･プログラム⼊りをJ成し K｢.本で/も美しい0のく
らし｣の価値がグローバルなL組みで評価されています。

• >?AEMA>NON等による町内向けの発*を継続するとともに、
:;W<O の>?@tA<BCDi@EAFiGGHI?等を通Pた町外、1内外への
発*についても継続します。

• ｢.本で/も美しい0のくらし」イメージを滞在時間の拡⼤、移Q
促進につなげるためにワーケーションの推進に取り組みます。

• RDS@への取り組みとして特に⾃然環境のT続性向上に45します。

!!" !"#$%&'()*+,-(./012+34

!"#$%#!&'&()

!*+,-./01-23

45-6789:;

!"#$ %&'(!")*+,

-./012 3*4*56789

:;<=>?89 @A BCDE

#$## #$#% #$#& #$#'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

12. 美瑛版CRMの推進

• 2018年度には先進的な取り組みとしてUVMシステムの構W
を⾏い⼀定の成果を得ましたが、費⽤X効果を踏まえた事業
の継続性、当初設定された政策⽬標との整合性については改
YのZ地があります。

• 美瑛町の「[連客」や「フ\ン」を取り込むという⽅針は]Tしつ
つ、より効率的、効果的な制度の設計を⽬指します。

• _̂的には地`通a、bるさとcd、観光客向けのe査等を有機的
にf合した制度とすることを念gに制度設計を進めます。

17

!"# !"#$%&'()

!"#$%&'()

*+,(-./01

23456789:;<&'()

=#$%&'() !"
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

13. 域内観光の再評価とFITへの着⽬

• 丘のまちびえいDMOを中⼼にhN<向けのij発*、観光プログラム
の開発・販売が進んでおり、団体客からk⼈をXlとしたマーケ
ティングへのmn転換に⼀定の成果が+められます。

• ⼀⽅で、opのqrs、tuvsのQ⺠をXlにした特化したマー
ケティング活動が⾏えていません。

• Withコロナ時代のmnとしても`内観光と hN<については合
理性が⾼いターwットです。ただし中期的には1xyのマー
ケティングから｢トライブ｣とz{れる共通の|向性や}~を
Tったグループ•位のマーケティングに移⾏します。

• `内観光の促進策として、サイクル・ツーリズム、⽩⾦エリ
アを中⼼とした€イチ•ー・アクティビティ、アウトドア8
連プログラムの‚実を図ります。

ＦＩＴ･････ Foreign Independent Tourの頭⽂字をとった⽤語で、いわゆる団体旅⾏ではなく個⼈で⽇本を訪れる外国⼈観光客を意味します。
トライブ･･･ 国籍を超えて共通の興味や⽬的を持つ集団を意味します。これまでは国籍ごとに消費⾏動の傾向を把握しマーケティング活動を⾏うことが⼀般的でしたが、近年で

はトライブごとの活動に移⾏しつつあります。北海道も既にこのトライブ･マーケティングを導⼊しています。
18
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

14. 訪問者体験デザインの導⼊

• 丘のまちびえいDMOを中⼼に農業や農業景観への理ƒを„めつつ観
光を…しむ商品の!成が⾏われていますが、いずれも美瑛町に†着
する前から‡̂者の‰Šし⽅をデザインするには‹っていません。

• Œや•などの具体的な‰Šし⽅をŽ•するイメージやメッセージの
発*は•空観‘ツアーなど⼀部に限定されています。

• •空と農業景観、’イ“”ンド’ストなど美瑛町内での宿泊を想•
させるイメージ発*を–化します。具体的には•空保—区の+定取
得などを想定します。

• アウトドアやサウナなど•の‰Šし⽅から滞在、再‡、移Qまでを
Ž•できるmnを検討します。

星空保護区･･･ 国際ダークスカイ協会による認証制度で、光害の影響のない、暗い⾃然の夜空を保護することを⽬的にしています。国内では⻄表⽯垣国⽴公園など3 箇
所が指定されています。

!"# !"#$%&'()*+,

!"#$%&'()*+,

-./0123456&78 !"#$% &'()*+,-.

$%$$ $%$& $%$" $%$'(

/01234567 89:;<3=>
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

15. 広域ブランドとイベントの⾒直し

• tuvエリアにおける ˜市町0の連携に加え、ジ™パークによる上
tuv町との連携が進展したこともあり⼤きな⾒šしの議論には
‹っていません。

• イ›ントについても新型コロナウィルス感染症の影響によって開œ
の•žそのものが議論となったこともあり、運営体制やあり⽅の検
討は⾏われていません。

• 空Ÿ⺠営化、ジ™パーク、1⽴公 の利⽤活性化等を踏まえ、上t
uv町、¡r町との連携については特に–化します。

• イ›ントについては滞在・連泊需要の¢•やイメージmnとの£¤
性の点から段階的、中⻑期的な⾒šしを⾏う⽅向に転換します。

• 以上から! IJKL5MNOP&QCE< に事業名を変更します。

!"# !"#$%&'()*+,-

!"#$%&'(

)*+,-&./0120345

6789:;0<=>&?@

!"#$%&'()*"+,-./01

23456 789"+:,-;<

=>?@A 234BC

$%$$ $%$& $%$' $%$"(
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くらしと観光の融合によるまちづくり
⽅針3. 
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

16. 町⺠ワークショップの開催

• 町⺠の¥画機会は着実に増えており、1¦交§等を⽬的としたQ⺠
¥加型の(画も⾏われましたが、デスティ€ーション・マ€ジメン
ト¨体をテーマとした(画は開œされませんでした。

• 計画的、©[的なワークショップの開œのためには⼈'等が不ªし
ています。

• 丘のまちDMOの体制･予«が限られていることを踏まえまずは¬年
に1回­度の®度でのワークショップ開œを⽬指します。

• 新型コロナウィルス感染症の影響等を踏まえ、より多くの町⺠のみ
なさんが¥加しやすいワークショップ等の開œ⽅法について継続的
な検討を⾏い、 _̂的には美瑛¯フットパス等との統合、°±²³
との連携等も視vに議論します。

!"# !"#$%&'()*+,

!"#$%&'()

!"#$%&'*()+,-. !" #$%&'()*+,-.

$%$$ $%$& $%$' $%$()

/012 3012 4012
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

17. 町⺠意識調査の実施

• 2021年度に´ 2回⽬のe査を実施しており、µ¶計画どおりの進捗が
⾒られます。

• e査費⽤の·̧、合理化を⽬的に、ウェブや町公¹ R;R等を利⽤し
たe査の•能性について検討を⾏います。

!"# !"#$%&'()

!"#$%&'(

!" !"#$%&%'(

)* +,-./01

$%$$ $%$& $%$' $%$()
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

18. 町⺠と観光関連産業との連携促進

• 地`通a「 >?コイン」事業は町⺠による町内事業者の利⽤促進策と
して機能しています。

• ビエイティフル事業は美瑛町の地 #̀ºの価値を「⾒える化」する
仕組みですが、選定プロセスや基»が事業開始当初のものとは変化
しており、再検討が必要と¼われます。

• 地`通a事業については、その利⽤機会・§通量の拡⼤に向けて継
続的に事業を推進します。

• ビエイティフル事業については、町⺠のみなさんの½りの¾成、ま
ちへの¿着・ÀÁ¿がまちのブランディングにつながるような制度
への「原点回Â」を念gに事業のL組み、制度の再検討を⾏います。

!"# !"#$%&'()#*'+,-

!"#$%&!'()*+

,-./012#$&345

!"#$%&'()* +%&'(,-./0

%&.12(3,- +12

$%$$ $%$& $%$' $%$()
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

19. ｢観光まちづくり基⾦｣(仮)の設置

• ⻘い池の駐⾞場有料化によってÃ定的なデスティ€ーション・マ€
ジメントの財º確保に向けた素地ができています。この事業はÄ1
的に⾒ても先進的な取り組みであり⾼く評価できます。

• 他⽅でÃ定的な財ºの確保にはd制等を利⽤したより構!的な仕組
みによる-み⽴てが必要です。

• 宿泊d等の•⼊に向けた町内の議論を進め、条例化等に向けた検討
を進めます。

• 合わせて宿泊d等の基⾦化についても制度設計に向けた議論を進め
早期の制度成⽴を⽬指します。

• これらを踏まえ、事業名を!RSTUV&WX5/Y&Z[< へと
⾒šします。

!"# !"#$%&'()*+&,-

!"#$%

&'(

!"#$ %&'()

!"#$

$%$$ $%$& $%$' $%$()

()
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美瑛版DMOの確⽴
⽅針4.
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

20. DM推進会議の開催

• 丘のまちDMOに加え、農業協同組合、Å¹会社美瑛選果、 有限会
社美瑛Æ産公社、外部有識者を交えた観光振興体制に8する議論の
場はTたれましたが、デスティ€ーション・マ€ジメントmn策定
のための©[的な会議体の設置には‹っていません。

• 観光政策の⽅針転換等を踏まえ、今後Ç年はÈ場のÉ•による協議
体制の構WをÊËし、段階的に DMO等をÌき込んだ有機的な連携・
協議体制へ移⾏することが現実的と¼われます。

• 合わせて観光の政策Í定プロセスについても検討を⾏い、まちづく
りÎ'会、景観Ï議会、都市計画Ï議会等との8Ð性を整理します。

• 以上を踏まえ事業名を=#.73&\]̂ _&̀ab< とします。

!"# !"#$%&'()%*+,

!"#$%&'()*+%,-)./012345

6789:;<"/=> !" #$%& '()*+,-

!"!! !"!$ !"!% !"!&'

./01 234567
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現状評価 ⾒直し⽅針

現
状
評
価

ロード
マップ

21. 包括的な事業展開

• Ä町的なデスティ€ーション・マ€ジメント推進体制の構Wを掲げ、
組織の統合等に向けた議論が開始されています。

• 当初の計画を上回るペースで事業統合、⼀体的な組織運営に向けた
検討が進んでいる点は⾼く評価できます。

• 合理的な事業運営のための体制構W、組織の統合に向けた議論を進
めます。

• ⾏政、DMO、観光協会がより⼀体的、効率的に事業を⾏うための事
業所のあり⽅について検討を⾏います。

• 以上を踏まえ事業名を=ĉ dT#.efgh(̂ _&ij< とし
ます。

!"# !"#$%&'()*+",-./

!"#$%&

'()*+,-.

+,/$012%&

!"#$

%&'()

%&() *+,-. *+,/01!"#$

!"2345

!$!! !$!% !$!& !$!'(
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現状評価 ⾒直し⽅針

ロード
マップ

評価
判定

22. 新たな収益事業の構想

• 丘のまちDMOによって農業との連携が進み、フットパス、Ñ板等の
冬季アクティビティなどは事業として⼀定の収益を⽣んでいます。
また「EMA>NONガイド」も制度としてÃ定的に運⽤されています。

• 他⽅で、コンサルティング事業、フィルムコミッション事業などは
未着⼿です。

• 農業との連携については継続し、体制の–化、インバウンド観光の
Òeに合わせて事業の拡⼤を検討します。

• コンサルティング事業については⻑期的な⽬標とし、当Óはガイド
事業やフィルムコミッション事業の収益化の検討を進めます。

!!" !"#$%&'()*

!"#$%"

&'()*+,-./0%"

+01(2'03%" !"#$

%& !"'(

!"#$ )* +,

!#!! !#!$ !#!% !#!&'
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各事業とSDGsの関係性
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